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＜令和３年度実施計画（報告）＞ 

番号 取組 取組の説明 期待できる効果 評価指標 評価 分析・課題 

1 
探究コーディネーターの

設定 

既存の校務分掌から独立した役割を設定し、本校に

おける「総合的な探究の時間」の企画・運営につい

てリーダーシップを取らせる。 

既存分掌の業務に捕らわれることなく効

率的に業務に当たることができる。 

探究コーディ

ネーターを設

定する。 

  

２ 学校運営協議会との連携 
各分野の有識者からのアドバイスを受け、グローカ

ルハイスクールの方向性を定める。 

教員以外の人の考え方や物の見方、進め

方を取り入れることができる。 

協議会を４回

程度開催する。 
  

３ 
タイ王国シリントン学校

等との交流、訪問準備 

スカイプ等オンラインでの交流を行うことと並行

して、令和４年度のシリントン学校訪問の計画を立

案する。 

現代の世界の狭さを体感することができ

る。 

訪問に向けて生徒の心の準備ができる。 

交流を３回以

上実施、訪問の

案内文書が完

成する。 

  

４ 
浜北国際交流協会との連

携 

コロナ禍における国際交流の在り方について可能

性を探る。 

国際交流の新しい考え方・取り組み方に

ついて気づくことができる。 

協会との会合

を１回以上持

つ。 

  

５ 常葉大学との連携 
常葉大学が行っている地域貢献活動のうち、本校で

取り入れることができる活動に取り組む。 

本校における地域貢献活動の取っ掛かり

ができる。 

大学との会合

を３回以上持

つ。 

  

６ 地元自治体等との連携 
地元自治体職員からアドバイスを受け、地域課題へ

の取り組み方について検討を行う。 

本校独自の地域貢献活動を模索するきっ

かけができる。 

地元自治体職

員等との会合

を１回以上持

つ。 

  

７ 
１部活１ボランティア活

動 
部活動単位で地域貢献活動を行う。 

地域貢献活動の様々なかたちを生徒に示

すことができる。 

半数以上の部

活動がボラン

ティア活動に

取り組む。 

  

８ 地元幼稚園等との連携 １年生全員が幼児保育体験を行う。 
地域の課題に気づくきっかけになること

が期待できる。 

保育体験実習

を１回行う。 
  

９ 
ネット依存対策プログラ

ム 

外部団体（青少年ネット教育アカデミー）の指導を

受け、生徒個々が自らの生活について考える。 

生徒個々が自らの生活を見つめ直すこと

で、必要な家庭学習の時間を確保するこ

とができるようになる。 

プログラムを

実施する。 
  

10 先進校視察 
グローカル的な教育を推進している学校や探究活

動が充実している先進校の視察を行う。 

より効果的・効率的な運営について検討

することができる。 

先進校視察を

３回以上行う。 
  

※評価 Ａ：100%（以上）達成  Ｂ：80％以上達成  Ｃ：60％以上達成  Ｄ：40％以上達成  Ｅ：40％未満 

様式第１号―２ 


